
報
奨
金
の
額

報
奨
金
の
額

報
奨
金
の
額

狩
猟
者
の
減
少

狩
猟
者
の
減
少

狩
猟
者
の
減
少

イ
ノ
シ
シ
肉
の
有
効
活
用

イ
ノ
シ
シ
肉
の
有
効
活
用

イ
ノ
シ
シ
肉
の
有
効
活
用

　

県
議
２
期
目
の
任
期
が
あ
と
半
年
余
り
と
迫
る

中
、
館
山
市
選
出
の
秋
山
光
章
（
あ
き
や
ま
・
み
つ

あ
き
）
県
議
は
、
６
月
定
例
県
議
会
で
は
一
般
質
問

に
登
壇
し
、
深
刻
な
有
害
鳥
獣
被
害
を
訴
え
る
な

ど
、
県
南
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
の

声
を
し
っ
か
り
と
県
政
に
伝
え
ま
し
た
。
秋
山
県
議

は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
、
農
家

の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
耕
作
放
棄
地
を
増
大
さ

せ
る
な
ど
、
地
域
の
農
業
生
産
に
と
っ
て
深
刻
な
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
山
県
議
は
人
口
減
少
が
続
く
南
房
地
域

の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、Ｊ
Ｒ
の
強
風
対
策
や
路
線

バ
ス
に
よ
る
生
活
交
通
の
利
便
性
向
上
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
客
を
視
野
に
多
言
語
対
応
な
ど
の
地
域
の

抱
え
る
課
題
を
取
り
上
げ
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

秋
山
議
員　

県
内
の
中
山

間
地
域
を
中
心
に
野
生
の
サ

ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
は
増
え
、

農
家
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ

せ
、
耕
作
放
棄
を
は
じ
め
農

業
生
産
の
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
大
型
有
害
鳥
獣
は
、
広

域
的
に
移
動
で
き
ま
す
の
で
、

市
町
村
単
位
で
の
取
り
組
み

を
国
や
県
が
支
援
す
る
と
い

う
施
策
の
枠
組
み
が
現
実
に

合
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

隣
り
合
う
自
治
体
間
で
報
奨

金
の
額
が
違
う
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。

　

す
る
と
当
然
、
報
奨
金
額

が
高
い
地
域
で
は
駆
除
活
動

が
盛
ん
に
な
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
は
そ
う
で
な
い
地
域
に

逃
げ
込
み
、
移
動
し
た
先
で

繁
殖
し
、
や
が
て
以
前
の
場

所
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
広
域
的

に
捕
獲
従
事
者
の
受
領
金
額

が
同
一
化
さ
れ
る
よ
う
、
県
が

主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

　

秋
山
議
員　

南
房
総
、
安

房
の
山
に
い
る
イ
ノ
シ
シ
は
、

ド
ン
グ
リ
を
大
量
に
食
べ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
の
有
名
な
ス
ペ

イ
ン
の
イ
ベ
リ
コ
豚
と
同
じ
よ

う
な
育
ち
方
を
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ジ
ビ
エ
料
理
の
食
材

と
し
て
有
望
で
は
な
い
か
と
見

て
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
料
理
の
材

料
と
し
て
の
活
用
な
ど
、
有
害

鳥
獣
の
肉
の
有
効
活
用
に
向
け

て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　

農
林
水
産
部
長　

有
害
鳥

獣
の
肉
を
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て

も
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
有
害
鳥
獣
の
肉
は
、
食

肉
と
し
て
の
活
用
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
安
全
に
供
給
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
地
域
な
ら
で
は
の
貴
重
な

食
材
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

な
ど
、
需
要
拡
大
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
千
葉
県

野
生
鳥
獣
対
策
本
部
に
お
い
て
、

イ
ノ
シ
シ
肉
の
衛
生
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
適
正
な

食
肉
処
理
に
つ
い
て
周
知
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

　

秋
山
議
員　

国
の
施
策
を
活

用
す
る
に
も
、
地
元
側
に
実
行

で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と

が
前
提
に
な
り
ま
す
の
で
、
人
材

確
保
と
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

関
係
で
伺
い
ま
す
。
狩
猟
免
許

所
持
者
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
原
因

は
何
か
。
今
後
、
何
か
対
策
を

講
じ
る
の
か
。

　

環
境
生
活
部
長　

狩
猟
免
許

の
所
持
者
数
が
減
少
し
て
き
て
い

る
背
景
に
は
、
免
許
所
持
者
の

高
齢
化
や
少
子
化
に
伴
う
若
年

世
代
の
減
少
の
ほ
か
、
趣
味
の
多

様
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
昨
年
７
月
に
千
葉

県
射
撃
場
を
再
開
し
、
猟
銃
等

所
持
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
、
多

く
の
方
が
狩
猟
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
、
狩
猟
に
関
す
る
啓
発
を

行
う
な
ど
、
担
い
手
の
確
保
・

等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
民
間
事
業
者
が
行

う
ジ
ビ
エ
料
理
の
新
メ
ニ
ュ
ー

や
新
た
な
加
工
食
品
の
開
発
に

対
す
る
助
成
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、
有
害
鳥
獣
の
肉
の
有
効
活

用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

環
境
生
活
部
長　

捕
獲
に

際
し
て
の
報
酬
条
件
や
緊
急

捕
獲
等
対
策
事
業
の
実
施
状

況
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村
間

で
捕
獲
従
事
者
へ
の
支
払
い
金

額
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
緊
急
捕
獲
等
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
市

町
村
に
対
し
て
も
事
業
の
活

用
を
促
す
な
ど
、
差
異
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

法
に
定
め
ら
れ
て
い

　
　
　

る
狩
猟
免
許
の
更
新
申

請
の
際
に
必
要
な
医
師
の
診
断
書

に
つ
い
て
は
、
箱
ワ
ナ
の
場
合
に

は
不
要
と
す
る
よ
う
、
全
国
に
声

を
か
け
て
国
に
対
し
、
法
改
正
を

働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

要望

本会議場の壇上から有害鳥獣の被害を訴える秋山県議

狩
猟
者
の
高
齢
化
を
危
惧

ジ
ビ
エ
料
理
で
食
肉
活
用

狩
猟
者
の
高
齢
化
を
危
惧

ジ
ビ
エ
料
理
で
食
肉
活
用

狩
猟
者
の
高
齢
化
を
危
惧

ジ
ビ
エ
料
理
で
食
肉
活
用

深刻な有害鳥獣被害を訴え！深刻な有害鳥獣被害を訴え！
６
月
県
議
会
一
般
質
問
に
登
壇

６
月
県
議
会
一
般
質
問
に
登
壇

＜1＞ 平成２６年７月２６日 (土曜日)



要望

　

秋
山
議
員　

県
立
文
化
会
館

の
多
く
は
、
開
設
後
長
い
時
間

が
た
ち
、
老
朽
化
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
文
化
会
館
は
、
単
に
人

を
集
め
る
大
き
な
建
物
に
過
ぎ

な
い
の
で
は
な
く
、
地
域
の
可
能

性
を
花
開
か
せ
る
と
い
う
視
点

も
、
文
化
会
館
の
こ
れ
か
ら
の

あ
り
方
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
伺
い
ま
す
。
老
朽

化
が
進
む
県
立
文
化
会
館
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
改
修
等
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

環
境
生
活
部
長　

県
で
は
４

つ
の
文
化
会
館
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
最
も
古
い
県
文
化
会
館
は
、

昭
和
42
年
、
最
も
新
し
い
南
総

文
化
ホ
ー
ル
で
も
平
成
９
年
に

開
館
し
た
も
の
で
、
機
械
設
備

や
空
調
設
備
な
ど
は
経
年
劣
化

が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で
す
。

　
秋
山
議
員　

鉄
道
は
、
通

勤
・
通
学
の
重
要
な
交
通
手

段
で
あ
り
、
防
風
柵
の
設
置
等

の
強
風
対
策
を
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
県

　

秋
山
議
員　

削
減
さ
れ
た
特

急
ダ
イ
ヤ
の
復
元
や
快
速
電
車

の
現
在
の
終
点
以
遠
の
延
伸
を
，

Ｊ
Ｒ
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

　

諸
橋
副
知
事　

県
で
は
、
ダ

イ
ヤ
改
正
に
地
域
の
意
見
を
反

映
す
る
仕
組
み
の
創
設
を
国
に

要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村

と
連
携
し
て
、
特
急
ダ
イ
ヤ
の

復
元
や
快
速
列
車
の
延
伸
に
つ
い

て
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
山
議
員　

地
方
自
治
法
施

行
60
周
年
の
記
念
貨
幣
の
図
柄

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ

る
の
か
。

　

諸
橋
副
知
事　

記
念
貨
幣
の

図
柄
は
、
県
と
造
幣
局
で
調
整

し
、
最
終
的
に
閣
議
で
決
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。
県
と
し
て
は
、
今

後
、
貨
幣
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

テ
ー
マ
を
公
募
す
る
と
と
も
に
、

有
識
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
県

民
に
と
っ
て「
千
葉
県
の
素
晴
ら

し
さ
」を
再
認
識
し
、
誇
り
と
親

し
み
を
感
じ
る
記
念
貨
幣
と
な
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
山
議
員　

地
方
分
権
振
興

交
付
金
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

今
後
、
県
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

　

諸
橋
副
知
事　

地
方
分
権
振

興
交
付
金
は
、
記
念
貨
幣
の
発

行
に
関
連
し
て
行
う
事
業
や
地

方
分
権
の
振
興
に
資
す
る
事
業

を
対
象
に
、
記
念
貨
幣
の
発
行

実
績
に
応
じ
て
３
５
０
０
万
円

を
上
限
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の

で
す
。
交
付
金
は
、
貨
幣
の
発
行

年
度
で
あ
る
平
成
27
年
度
に
交

付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
分
権

や
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
、
具
体
的
な
事
業
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

県
内
で
は
、
い
ろ
い

　
　
　
　

ろ
千
葉
県
を
代
表
す
る

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
わ
が

安
房
地
域
に
も
里
見
八
犬
伝
と
い

う
題
材
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
伏
姫

な
ど
も
カ
ラ
ー
で
で
き
る
と
き
れ

い
な
貨
幣
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
参
考
ま
で
に
申
し
添
え
ま
す
。

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
森
田
知
事　

強
風
に
よ
る

運
転
見
合
わ
せ
時
間
を
削
減

す
る
こ
と
は
、
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
す
る
上
で
、
大
変
重

要
で
あ
り
、県
で
は
、平
成
18
年

度
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
は
近
年
、
京
葉
線
や
総

武
線
、
内
房
線
で
順
次
、
防
風

柵
を
設
置
し
て
お
り
、
各
路
線

と
も
運
転
見
合
わ
せ
時
間
の
削

減
に
相
当
な
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

秋
山
議
員　

ご
近
所
の
助
け

合
い
も
難
し
く
な
り
、
日
常
の

買
物
や
通
院
が
大
変
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
通
院
難
民
、
買

物
難
民
が
増
え
ま
す
。
県
で
は
、

ど
の
よ
う
に
路
線
バ
ス
を
中
心
と

し
た
生
活
交
通
の
確
保
を
図
っ
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
を

観
光
客
の
２
次
交
通
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

諸
橋
副
知
事　

県
で
は
、
自

治
体
や
事
業
者
等
で
構
成
す
る

バ
ス
対
策
地
域
協
議
会
で
、
路

線
の
必
要
性
な
ど
を
議
論
し
た

上
で
、
広
域
的
・
幹
線
的
な
バ

ス
路
線
へ
の
補
助
を
行
い
、
生
活

交
通
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
地
方
の
路
線
バ

ス
を
乗
り
継
ぐ
旅
番
組
が
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
路
線

バ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

県
と
し
て
は
観
光
客
の
２
次
交

通
と
し
て
の
積
極
的
な
活
用
も

視
野
に
、
魅
力
あ
る
利
便
性
の

高
い
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
に
つ
い

て
、
市
町
村
や
バ
ス
事
業
者
と

と
も
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
山
議
員　

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
合
わ
せ
、
県
内
へ
の
外
国
人

観
光
客
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

公
共
交
通
の
外
客
対
応
な
ど
に

今
か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

諸
橋
副
知
事　

東
京
五
輪
に

向
け
た
多
言
語
対
応
の
強
化
・

推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に

東
京
都
が
中
心
と
な
り
、
多
言

語
対
応
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

お
り
、
本
県
も
こ
の
協
議
会
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
本
年
中
に

仮
称
で
す
が「
多
言
語
対
応
取

り
組
み
方
針
」
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
本
県
も
こ
の
取
り

組
み
と
連
携
し
、
案
内
表
示
等

の
多
言
語
化
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

公
共
交
通
を
守
る
こ

　
　
　

と
は
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で

あ
り
、
県
と
沿
線
自
治
体
が
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

先
月
上
旬
、
自
民
党
鉄
道
問

題
対
策
議
員
連
盟
と
し
て
、
関

西
方
面
へ
視
察
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
奈
良
県
で
は
、
地

域
鉄
道
の
総
合
的
な
利
用
促
進

を
バ
ス
交
通
と
連
携
さ
せ
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
取
り
組

み
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
県
で
も
、
県
外
事
例
を
よ

く
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
将
来

に
わ
た
る
生
活
交
通
の
維
持
の

た
め
、
新
し
い
発
想
を
積
極
的

に
採
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

自
治
法
施
行
60
周
年

自
治
法
施
行
60
周
年

自
治
法
施
行
60
周
年

老
朽
化
対
策

老
朽
化
対
策

老
朽
化
対
策

防
風
柵
設
置

防
風
柵
設
置

防
風
柵
設
置

特
急
の
復
元
を

特
急
の
復
元
を

特
急
の
復
元
を

多
言
語
対
応

多
言
語
対
応

多
言
語
対
応

記
念
貨
幣
の
図
柄
は

記
念
貨
幣
の
図
柄
は

記
念
貨
幣
の
図
柄
は

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

要望

　

こ
れ
ま
で
も
、
順
次
必
要
な

修
繕
や
工
事
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
県
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
観
客
席
手

す
り
設
置
工
事
や
南
総
文
化

ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
吊
り
物
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
更
新
工
事
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
利
用
者
の
安
全

性
の
確
保
や
運
営
機
能
の
維
持

等
の
観
点
か
ら
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
を
優
先
に
改
修
工
事
や

修
繕
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
山
議
員　

県
南
部
の
重
要

な
文
化
振
興
拠
点
で
あ
る
南
総

文
化
ホ
ー
ル
は
、
開
館
か
ら
17

年
目
に
入
り
、
大
規
模
改
修
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る

が
、
県
の
認
識
は
ど
う
か
。

　

環
境
生
活
部
長　

南
総
文
化

ホ
ー
ル
は
、
県
南
地
域
の
文
化

芸
術
の
拠
点
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
施
設
の
大
規
模

改
修
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
利
用

状
況
等
を
勘
案
の
上
、
長
期
的

な
視
点
を
も
っ
て
対
応
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
南
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
問
う

県
南
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
問
う

県
南
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
問
う

県
南
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
問
う

南房地域の文化芸術の拠点南房地域の文化芸術の拠点
南総文化ホール南総文化ホール

自席から立ち上がって再質問する秋山県議

南総文化ホールを視察する秋山県議

＜2＞平成２６年７月２６日 (土曜日) 秋山みつあき県議会リポート
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